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■ 目標値未達成の要因について
〔１〕

29年度の
成果測定指標

単位 29年度の⽬標値 29年度の実績値

入館者数 人 78,000 68,586

未達成の要因と分析

今後の改善方策

〔２〕
29年度の
成果測定指標

単位 29年度の⽬標値 29年度の実績値

入館者１人当たりの事業費 千円 1.0 1.1

未達成の要因と分析

今後の改善方策

公益財団法人大阪国際平和センター

【要因】①学校関係 ②学校以外
【分析】
①学校関係
・高校生の来館者数の減少
・1校あたりの来館者数が減少(校外学習が学年・クラス単位からグループ単位に変更)
・大阪市外→来館までの安全確保や移動に要する経費が負担になっている。
・カリキュラムの増加により、校外学習の時間が奪われている。
・教員の平和研修の機会の減少により、ピースおおさかを知らない教員が増え、校外学
習先として選択されなくなっている。
②学校以外
・外国人の来館者数の減少
・リニューアル効果が収束し、⼤⼈の利⽤が確保できなかった。
・近隣でもピースおおさかを知らない⼈や、来館したことのない⼈がいるなどまだＰＲ不⾜
・かつて⾏われていた教員研修・企業研修が減少している。

①学校関係
・ピースおおさかを教員研修の会場とするよう働きかけ、教員及びメインターゲットである小
中学生を中心に来館を促進する。
・当館における「教員のための平和学習講座」を充実させる。
②学校以外
・旅⾏会社や⼤阪観光ボランティア協会との連携により訪⽇外国⼈の誘客に努める。
・発信⼒のある⼈を招いたイベントの検討、平和を幅広くとらえた多様なイベントの実施。
・近隣⾃治会や企業との連携を強化する。等

【要因】入館者数が目標に届かなかった。
【分析】
78,000人を達成した場合  78,621,711円／78,000人≒1.0千円
 であり、目標達成は可能であったと認められる。

 ①さらなる運営コスト抑制の取組み（消耗品費及び光熱水費等の削減）の継続
 ②目標入館者数の達成


